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■九州産業大学 理工学部 情報科学科 合志研究室

合志研究室では、IT を活用した安全運転教育の研究を行っ

ています。自動運転の研究が盛んですが、本研究室は、人に

よる運転が必要な状況は当面は継続するという立場で、ドラ

イビングシミュレータを用いた教育と、実車を使った教育の

両面から、研究開発を行っています。教育内容は、事故累計

で多い追突事故防止と出合い頭事故防止、それから、先急ぎ

防止についての教育を主に扱っています。本学の情報科学科

では 3 年生から研究室配属されるため毎年学部生は 20 人ほど

所属しています。

■安全運転管理教育システム ASSIST

実車による安全運転管理教育システムとして ASSIST の開発

を長く続けています。これまでトラックやバスや自動車学校

の教習車に搭載させていただき実験を行ってきました。開発

には、合志の自家用車に機材を積んで実験車両として動作テ

ストを行っています。現在は Mobileye や Sleep Buster も搭載し

ており、4 台の Raspberry Pi が常時動作しています。学会など

に参加する際も、関西や名古屋ぐらいまでなら長時間の動作

テストを兼ねて実験車両で行くことも多いです。福岡からで

すので第 17 回 ITS シンポジウム 2019 の金沢が最長のドライブ

です。

■安全運転教育用ドライビングシミュレータ

安全運転教育用のドライビングシミュレータの開発を行っ

ています。学科のプログラミング教育の実践の場としてゲー

ムエンジンである Unityを用いています。

■踏み間違い事故防止

社会問題となっている踏み間違い事故についての研究も

行っています。通常のペダルとナルセペダルの比較につい

て、実車やドライビングシミュレータによる実験を行いまし

た。また、左足ブレーキ操作のドライビングシミュレータ実

験を行い、左足ブレーキ操作でも踏み間違いが起こりうるこ

とを確認しました。 

■SDLアプリコンテスト

学生のプログラミング技術向上を目的としてプログラミン

グのコンテストへの参加も行っています。車とスマートフォ

ンをつなぐ規格である SDL(Smart Device Link)を使用したスマ

ホアプリ開発コンテスト「SDL アプリコンテスト 2020」では、

「ドライブ気分」という遠隔同乗システムで、グランプリを

獲得しました。オンラインによる審査会を活かした、ゼミ室

と走る実験車両との両方からのプレゼンが好評でした。
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公開サイト前方画像
位置
操作情報(SDL)
疲労（SleepBuster）
車間距離・時間・
速度標識（Mobileye）
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応援

遠隔同乗者車両＋運転者

プライベートサイト

買い物よろしく

匿名で応援！
運転状況がわかる
ので連絡しやすい連絡メッセージ

・音声合成
・SDL車載器に表示
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